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二 つ の 円 環
HardTimesの空 間構 造
新 野 緑
1
架空 の工 業都市Coketownを舞 台 とす るHardTimes(1854)は,その
小 説空 間に ひ とつ の特徴 が ある。Londonを中心に展 開す るの を常 とす る
Dickensの諸 作の うち,前 作BleakHouse(1852-53)において,Londonに
対 立す る理 想の世界 として示唆 され るに とどまった北部工業都 市が1)
Coketownの名 で実現 し,物 語 が この町 で終 始す るか らであ る。Dickens
の小 説 中,特 異 とされる この作 品は,何 よ りもまずLondonを離れ た架空
の空 間構造 に,小 説 を解 く鍵 が隠 されて いる ように思われ る。
HaydTimesは,"Sowing,""Reaping","Gamering"と題 され る三部 か
ら成 る。 こ こに示 され た穀物栽 培 の比 喩は,こ の小 説が主人公Louisaの
cultivation,すなわ ち,そ の育 成 を司 る 「教育」 を主題 とす る こと を暗示
しよ う。Coketownに学校 を持つ 父ThomasGradgrindの教育 の"model"
として育 て られたLouisaが,町 で最高 の社会 的地位 を占め る大実 業家,
JosiahBounderbyとの結婚 に至 る小 説の第一部 は,父Gradgrindの理想
の教 育が実 現 されてゆ く過 程 で もあ る。"banker,merchant,manufacturer"
(.p.58)2)として,生産,販 売,利 潤 追求 とい う工 業都市 の シス テム を体 現
す るBounderbyの人生 は,浮 浪 児か らの し上 が り現在 の高 み に達 した成
り上 が りのそれ であ り,自 ら名の るBounderbyの名が いみ じ くも示 す よ
うに,「進 歩」 を望 むCoketownの理 想 を象徴 して,上 昇 を求 め るGrad-
grindの教育 方針 に もつ なが る3)このBounderbyとの結婚 を約束 され,父
の理想 の ままに"practicallyformedbyruleandline,fromthecradle
upwards"(p.63)といわれ るLouisaは,まさ しく高 みへ と登 る上昇 の人生
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を期待 されてい る。Bounderbyとの 結婚 は,LouisaをCoketown最高 の
地位に押 し上 げ,上 昇す べ く躾 られ た彼 女の教育 は,こ こで完 成 を見 るの
で ある。
こう した 「上 昇」 の理 想 を課せ られたLouisaのBo㎜[derby,との結婚へ
至 る人生が,彼 女の教育 の 厂種蒔」 であ る とす れば,「刈 入れ」 にあた る
Bounderbyとの結婚 は,い か なる運 命 を彼女 に もた ら したか 。
LouisaがBounderbyの求婚 を初 め て聞か され るのは,Coketownに面
す る父の部屋 であ る。
A window looked towards  Coketown  ; and when she sat down near 
her father's table, she saw the high chimneys and the long tracts of 
smoke looming in the heavy distance gloomily. (p. 132)
これか らその一 員 となるCoketownの町がLouisaの眼前に展開す.るこの
個 所は,ほ んの一刷 け のスケ ッチ と見 えなが ら,実 は,作 者の周到 な用意
が隠 されて いる。Louisaの人生 を 「上 昇」 に導 くべ き町 は,「z立 つ」
煙突や 「大 き く立 ち現 われ る」煙で彼女 を圧倒 す る。"heavy,""gloomily"
とあ る語 も,彼 女 を押 しひ し ぐ町の動 き を伝 えるだろ う。 しか も,こ の町
の動 きは,Louisaが腰 を下 ろ し,その視 点が下降す る ことに よ り明 らか に
な るのであ る。Louisaをともない階 下 に 降 りて きた 夫か ら娘 の婚 約 を聞
いたMrs.Gradgrindは,娘に向か って"there'ssomethingrunningdown
it[hershoulder]alldaylong"(P.137)さらに,"Astothewedding,all
Iask,Louisa,isandIaskitwithaflutteringinmychest,which
actuallyextendstothesolesofmy/eetthat,itmaytakeplacesoon."
(p.138)と述べ て,何物か が下 降す る感覚 を訴 えるが,そ れは,読 者 の心の
中でLouisaへと結びつ き,彼 女の運命 の下降 を暗示す る。
実 際,テ クス トを少 し読 み返 してみれ ば,あ れ ほ ど娘 として 「上昇」 の
観 念 を植 えつけ られて育 ったLouisaであ るの に,彼 女の描写には 「下 降」
のイメ ジが重ね られて いるのがわか る。 た とえば,彼 女は暖炉の火 を眺め
るのが習慣 となってお り,そ の姿 は繰 り返 し描か れてゆ く。彼女は,"the
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brightsparksastheydroppeduponthehearth"(p.91)を見つ めな が ら弟
Tomと 語 り,"theredsparksdroppingoutofthefire,andwhitening
anddying"(p.94)に誘 われて もの思 いにふ け る。彼女の少女期 は,1"so
muchgiventowatchingthebrightashesattwilightastheyfellinto
thegrateandbecameextinct"(p。129)であ った。そのLouisaが見つ め
る火 は,常 に下方へ 向か う動 きを見せ,彼 女 に添 う 「下降」 の感覚 を強め
て ゆ く。
Louisaの下 降 を予感 させ る運命 は,Londonの紳士JamesHarthouse
の 出現 をま って,現 実 の もの となる。Bounderbyのもとで味気 ない生活 を
送 る'Louisaは,Harthouseの誘惑 にの り,不 倫 の恋 に落 ちる ので あ る。
この過程 は,"Thefiguredescendedthegreatstairs,steadily,steadily;
alwaysverging,likeaweightindeepwater,totheblackgulfatthe
bottom."(p.230)とい う描 写が示す よ うに,Mrs.Sparsitが想像 す る"moral
staircase"をLouisaが下降す るイ メジで語 られ る。 さらに,Harthouse
と駆 け落 ちの約束 をしたLouisaは,"heavydrops"(P.235)となって降 り
しきる雨 の中 を父 の家StoneLodgeへ逃 げ戻 り,"Ifit[asentiment]had
everbeenhere,itsashesalonewouldsavemefromthevoidinwhich
mywholelifesinks."(P.239)と述べ て,内 にひそむ 「下降 」の意識 を明 ら
か にす る と,彼 女 を支 えよ うとす る父の手 を振 りは らい,そ の足下 に倒 れ
伏す 。
この ように,Louisaは,父の,そ してCoketownの「上 昇」,「進 歩」の
理想 の もとに育 て られ,成 り上 が りの権 力者Bounderbyの妻 となって運命
が上昇 し,理 想 を実現 したか と見 えるが,そ の実,彼 女 の人生は下 降す る。
この下降 す る人生 は,町 の労働者StephenBlackpoo1の生 を想起 させ る。
Bounderbyをは じめ とす る住 人の 「上 昇」 の犠 牲 となって辛苦 を嘗 め た挙
句,theOldHellShaftと呼 ばれ る炭坑 の堅穴 に転 落,命 を失 う彼 の下 降
の人生 は,Louisaの生 の陰画 であ り,この小説 の巧 妙 な構造 を示 す もので
ある。
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Louisaの人生の 「上・昇」と 「下 降」の ずれは,彼 女が担 う 「進 歩」 の理
想の破綻 を示 してい る。Coketownは,もはや 入々の 「上昇」 を可能 にす
る 「進 歩」・の町では ない。住 民の 「進歩」の夢 を体現 す るか に見えたBound・
erbyの上昇 の経歴が全 くの偽 りである こ との露 呈 は,「進歩」 の理 想が幻
滅へ と化 して しまった町,Coketownの実像 を明 らかにす るの であ る。
II
では,現 実のCoketownはいか な る町 なのか。Coketownの最初 の描写
は次の ように始 まる。
It was a town of machinery and tall chimneys, out of which  inter-
minable serpents of smoke trailed themselves for ever and ever, and 
never got uncoiled. It had a black canal in it, and a river that ran 
purple with ill-smelling dye, and vast piles of building full of windows 
where there was a rattling and trembling all day long, and where the 
piston of the steam-engine worked monotonously up and down, like 
the head of an elephant in a state of melancholy madness. (p. 65)
ここで特徴 的なの は,筆 者が イタ リックで強調 した語句 が示 す,町 の運動
のは て しな さである。 と りわけ,工 場 の煙 と蒸 気機 関の ピス トンの動 きは,
Coketownの象徴 として以後 も繰 り返 し描か れ,読 者 に印象づけ られ る。
煙突か ら吐 き出された煙 は,円 を描 きつつ延 々 と続 き,ピ ス トン も一 日中
単調 に同 じ運動 を繰 り返 して,二 つ なが らに,町 の永遠 に反復 され る時 間
を示す 。 さ らに,Coketownの川は,「悪臭放 つ染料 」で赤 く染 まり,流 れ
をとめたか と見 える40)「川」が 「時の 流れ」を象徴す るこ とを思 えば5)この
川の描 写 もまた,直 線 的な流れ としての進 行 を阻害 され た町 の時間 を表 わ
す と理 解 で きよ う。Coketownを描 くこの一節 は 「時 間」 のイ メジに満 ち
てい る。
上の描 写に続 き,町 の労働者 の時間が,"everydaywasthesameas
yesterdayandtomorrow,andeveryyearthecounterpartofthelast
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andthenext"(p.65)と語 られ る。つ ま り,Coketownにおい て,時 間は
永久 に同 じ繰 り返 しとな り,何 事 も変化 しない。確 か に町 は様 々な運動 に
満 ち,そ れは,は て しな く続 いてゆ く。 しか し,そ の運動 は,結 局 同 じパ
タンを繰 り返 し,何 も生 み 出 しは しない。Coketownの時 間は,閉 ざされ
た世 界 の中 を永遠 に回帰 す る円環 の時間 なのであ る。
円環 をなすCoketownの時 間は,町 の描写 に 「円環」 のイメ ジが 積 み重
ね られ るこ とか ら ち,読 み とるこ とがで きる。 た とえば,上 に引用 した工
場 の煙の描写 を見てみ よう。"interminable,""foreverandever,""never"
の語句に形容 され,「永遠」 の イメジ をともな うこの 「煙の蛇」 は,ウ ロボ
ロス,す なわ ち 厂自 らの尾 を噛み 円 をなす蛇」を思 い起 こさせ,円 環 も しく
は円環 の時 間 と関わ る60)さらに,こ の 「煙の蛇」 自体,円 運動 を見せ て い
る。それは 「と ぐろを巻 いて(coi1)」煙 突か ら出て ゆ くが,そ の 「身 をひ き
ず る(trailthemselves)」蛇 は,空 高 く昇 ってゆ くのではな く,む し ろ地へ
と降 りて きて,円 を描 きなが ら同 じ軌跡 をめ ぐるの であ る。 この煙 の蛇の
描写 は,以 後 も繰 り返 され,町 に まつ わる円運 動の イメジ を強めて ゆ く。
町 の運動 のい まひ とつ の 中心,蒸 気機関 の ピス トンの動 きは どうか 。 こ
の運動 は,先 に 引用 した一節 に明 らかな よ うに"upanddown",っま り上
下運動 とされ る。 しか し,Coketownが織物工業 の町 であるこ とを思 えば,
この ピス トンの垂 直運動 は,す ぐさ ま,紡 績の紡 ぎ車,さ らには力 織機 を
動 かす クラン クの回転運動へ と変化す るの である。実 際,工 場 の機 械は,
"turningspindles,rattlinglooms,andwhirringwheels"(p.267)と描か れ,
その円運 動が 強調 されて いる。
この ように,Coketownは,あらゆ る物 が円運動 を繰 り返 し,何 物 も変
化 しない円環 の時 間の世 界 である。 「進歩」 をもた らす理 想の町た るべ き
Coketo㎜は,実 は 「上 昇」へ の意 志が実現 され るこ とのない,古 びた沈
滞の町,BZθ盈 ・FlouseのLondonと同 じ時 間的様相 を見せ るこ とに なる。7)
Coketownで人生 を送 るLouisaとこの円環 をなす町 の時 間 とは,い か
に関わ って い るのだ ろ う。Louisaの少女期 は,Coketownにあ る父 の学校
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と町 はずれ の家StoneLodgeで過 され る。父Gradgrindの教 育方針 が,
Coketownのシステム に重 な ることは既 に見たが,学 校 と町 とを描 くその
筆致 に も共通す るものが あ る。た とえば,教 室 は"plain,bare,monotonous"
(P.47)と描か れ るが,Coketownもまた,"wildernessofsmokeandbrick"
であ り,"direfuluniformity"(P.127)が支 配す る場 であ る。 いか な る変化
も許 さぬ町 の単調 さは,"lifeatStoneLodgewentmonotonouslyround
likeapieceofmachinery"(P.96)といわれ るStoneLodgeにも通 じる。
"round"の語は
,StoneLodgeもまたCoketownと同 じ円環 の時 間に支
配 され るこ とを明 らか にす る。 ここに用 い られ た"machinery"の語 は,工
業の町Coketownのイメジを髣髴 とさせ るではな いか。Louisaが暮 らす
StoneLodgeは,町の外 に置か れてはい るが,Coketownと同 じ時間構造
を備 えてい るので ある。
先に見 た ように,Louisaの父Gradgrindがめ ざしたの は,子 供達 を高
みへ押 し上 げ るこ とであ り,学 校 もStoneLodgeも,「上昇」 をもた らす
進歩の世 界 として設計 された。 しか し,彼 の望 みに反 し,実 際 に作 り出さ
れ たの は,進 歩が不可能 な円環 の時 間の世 界 であ る。彼の名Gradgrindは,
"grind"つま り碾 臼の 回転 を連想 させ,8)彼が我に もあ らず作 り出 した円環
の時 間の世 界 を寓 してい る。
StoneLodgeとGradgrindの学校 で育て られ たLouisaは,人生 を円環
の時間の世 界で始 め る。父の教育 を体現すべ き人物 として彼女 は成 長 し,
Coketownの権 力者Bounderbyの妻 となる。 こう してLouisaの人生は上
昇 し,彼 女 はCoketownとい う円環 の世 界 をその頂 点に まで登 りつ め る。
しか し,こ こか ら彼女 の運 命は本人 も気づか ぬ うちに下降 し,Harthouse
との不 倫の恋 に よ りBounderby夫人の座 か ら転落 した彼女 は,再 びStone
Lodgeへ戻 って くる。Louisaは,決して円環 の時 間の世 界 を出るこ とな く,
底辺 か らその頂 点に まで上昇 し,紆 余 を経 て再 び人生 の 出発点 に戻 るので
あ る。つ ま り,先 に述べ たLouisaの「上昇 」 と 「下降」 とは,Coketown
に象徴 され る円環 の世 界のひ とめ ぐりをな し,彼 女 はその世界 の中 を円 を
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描 いて運動 した こ とになる。上 昇 を望 むGradgrindの教 育の モデル たるべ
きLouisaは,皮肉に も,円 環 の時間に支配 された町,Coketownの円運
動 を示す雛型 であ った。
III
円環 をなす 町の描写 は,い まひ とつ の重要 な円環 の世 界 を想起 させ ずに
はおか ない。Sissy・Jupeが象徴 す るcircusの世 界であ る。circusは字義
どお り,円 形 の舞 台 と結 びつ く円環 の世 界 である。た とえば,circusの子
Sissyがその世 界 を説 明す る"whentheycangetanytbbreak,theydo
breakhorsesinthering"(p.49)とい う言葉 に も示 され るよ うに,circus
の舞台 は"ring"さらには"circle"と繰 り返 し描 かれ,そ こが円環 の世 界
であ るこ とが,読 者 に印象づけ られ る。
Norton版の"TextualNotes"に,このcircusを円環 の場 と定め る作家 の
意 図 を示唆す る興 味深 い一節 があ る。circusの団員ChilderがGradgrind
に"doingthecanvass"と呼 ばれ る彼 らの訓練 を説 明す る くだ りで ある。
SeeingMr.Gradgrindataloss,heexplainedveryclearlybyaciy-
cularmotionofhishandthatdoingthecanvasswassynonymouswith
ridingroundthering.9)
この個 所 は,originalmanuscriptとそのcorrectedproofsには見 られ る
が,HouseholdWordsに発表 された際,本 文か ら削除 され た。筆 者が イ タ
リックで示 した語 は,明 らかに 「円環 」の イメジ を伝 え,circusが本 来作
家に よ り円環 の場 と捉 え られて いたこ とを証す る。作家が それ を意識 的に
削除 したのは,そ れな くとも自らの意図 を十分 に伝 えうる と確信 したか ら
にほか なる まい。circusは,Dickensが意図的 に 厂円環 」 と定 め た寓意 の
世 界なの であ る。
このcircusとLouisaが捉 え られて い るCoketownとは,共 に 円環 の世
界 とされ なが ら,鋭 い対 照 を見せ てい る。 た とえば,"atriumphoffact"
(P.65)と称 され るCoketownがfactの町 であるのに対 し,circusはfancy
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とimaginationの世 界 であ る。町の教育 を司 るGradgrindの学校 の校 長
M'Choakumchildの名が 暗示 す るよ うに,Coketownの住 人は子供 時代 を
奪 われ,ひ たす ら大 人にな るこ とを強 い られ るが,circusでは,団 員の
ChilderやKidderminsterとい う名が示 す とお り,人々 は成長 の後 も"child-
ishness"(p.77)を特質 として備 えて,いる。
この二つ の世 界の対 照は,そ れ らを描 く以下 の文 章 を比較す れば,よ り
明瞭にな るだろ う。circusの世 界は次 の ように描か れ る。
The father of one of the families was in the habit of balancing the 
father of another of the families on the top of a great  pole  ; the 
father of a third family often made a pyramid of both those fathers, 
with Master Kidderminster for the apex, and himself for the  base  ;
all the fathers could dance upon rolling casks, stand upon bottles, 
catch knives and balls, twirl hand-basins, ride upon anything, jump 
over everything, and stick at nothing. (p. 77)
この円環の世界に特徴的なのは,人 々の協調 と調和である。彼 らの動 きは
一見危 うげに見えて,そ の実見事な均衡 を保ち,何 物にもとらわれぬその
しなやか さは,あ らゆる物を受け入れ,な お安定する彼 らの精神の柔軟性
を示 している。愛の神Cupidの芸名 を持っKidderminsterを頂点に彼ら
が組み上げるピラミッドは,circusの人々が作 り出す調和の とれた愛の世
界の象徴である。
circusが自然な調和 を保つ愛の世界であるとすれば,Coketo㎜は醜い
闘争 と死に支配 される世界であろう。
 In the hardest working part of  Coketown  ; in the innermost forti-
fications of that ugly citadel, where Nature was as strongly bricked 
out as killing airs and gases were bricked  in  ; at the heart of the 
labyrinth of narrow courts upon courts, and close streets upon streets, 
which had come into some one man's purpose, and the whole an 
unnatural family, shouldering, and trampling, and pressing one an-
other to death  .  .  .  . (p. 102)
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"fortification
,""citadel,""killing"の語 は,こ の町 が戦 いの場 であ るこ と
を印象づ け る。町 の様相 は住 人の利己心 を反映 し,広 場 や通 りは 「無 情 な
一家 とな り,お 互 いに押 し合 い圧 し合 いせ め ぎ合 って死 に至 る」。こ こには,
人々が協 力 してひ とつの ピラ ミッ ドを作 るcircusの世 界の調 和はな い。住
人 を死 に導 く 「迷 宮」,Coketownは,逃れ る術 の ない悪 しき円環の世 界 で
ある。 この町 を取 り巻 く 「煙 の蛇 」が,ウ ロボ ロスを連 想 させ,町 の円環
の時 間 を表 わす こ とは既 に見た。 この 「蛇」 に,進 歩 をもた らす 「知 恵の
木 の実」 へ と人間 を誘 い,楽 園の 「無垢」か ら堕落せ しめた聖書の イ メジ
を読 み とるな らば,町 を取 り巻 く煙の蛇は,"childishness"を保 つ無垢 の
世界circusと,「進 歩」の夢 に欺 かれ堕落 した悪 し きCoketownとの対 立
の構 図 をも示唆す る と理解 で きよう。circusとCoketownは,同じ く円環
をな しなが ら,そ の正 と負 の両極 を表わす対 照的な世 界 とな ってい る。
興味深 い ことに,こ の相対す る二つ の円環 は,HardTimesのみ な らず,
"OnStrike"と題 され る当時のDickensの文章 に も見 られ るので ある
。
1854年1月末,Lancashireの工業都市Prestonを訪 れたDickensがその
経験 をもとにに筆 を染 め,同 年2月11日,ま さ し く 磁 ガ77撚 執 筆 の時
期にHouseholdWordsに発表 したこのスケ ッチ風 の小 品は,当 時の作家
の関心の あ りか を明 らかにす るだろ う。
"OnStrike"で注 目すべ きは
,労 働者 のstrikeの場に 同 じ円環 の イメジ
が重ね られ るこ とである。
 These assemblages take place in a cockpit  .  .  .  . Arrived at the 
cockpit door, and expressing my desire to see and hear, I was handed 
through the crowd, down into the pit, and up again, until I found 
myself seated on the topmost circular bench, within one of the sec-
retary's tables, and within three of the chairman. Behind the chair-
man was a great crown on the top of a pole, made of parti-coloured 
calico, and strongly suggestive of  May-day.10)
底部に円形のpitを持ち,観 客用ベ ンチが円形にそれを取 り巻 くcockpit
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は,円 形 に並べ られた観客席 が円形 のringを取 り巻 くcircusの舞 台 と,
その形が似 る。 さ らに,こ のcockpitには,色 とりど りに飾 られ た五 月柱
が 置かれ,労 働者 の祭 りを表 わす。 ここに示 され た二つ の要素,す なわ ち
円形劇場 と祭 りとをひ とつ に結 びつけ るな らば,circusのイメジを思 い起
こす のは,容 易 であろ う。
Dickensはstrikersを"thenoblereadinessinthemtohelponean・
other_couldscarcelyeverbeplainer_thaninthiscockpit"11)と描
き,彼 らを協調の精神 に よ り特徴づ け るが,そ れは,先 に見たcircusの世
界へ と通 じる。12)"OnStrike"に描か れ る労働 者 の 日常 生活 は,HardTimes
のCoketo㎜ と同 じ碾 臼でひかれ る円運動 の イメ ジを備 えてい る130)この
悪 しき円環 の世 界に対抗 す るのがcockpitのstrikersの世 界であ り,そ れ
はHaydTimesのcircusの世 界 に重 な るので ある。こ うして,同 じ時期,
同 じ主題 を扱 う同 じ作家 の手に なる二つ の作 品 において,工 業都市 とい う
悪 しき円環 の世 界に対 し,自 然 な調和 を保つcircusに似 た いまひ とつの円
環 の世 界が,共 通 して現 われ るこ とになる。HardTimesにおけるCoke-
townとcircus,この対立す る二つの 円環 は,当 時,作 家の精神 の奥底 を占
め た観 念の投影 にほかな らない。
Coketownの住人 は,二 つ の世 界の対立 を鋭 く意識 し,circusを「よそ
者」 として町か ら締 め出 そ うとす る。 その姿勢 は,た とえば,教 室 で父が
circusの一 員だ と明かすSissyに,Gradgrindが"frowned,andwaved
offtheobjectionablecallingwithhishand"と嫌悪 の情 を示 し,"You
mustn'ttellusaboutthering,here"(p.49)と命 じるこ とか らも明 らか で
あ ろ う。circusは,Coketownから排除 され るべ き世 界であ り,そ の除外
に よ り,町 は平常の営 み を続 け るの である。
Louisaの教育 も,circusの世 界 を排 除す るこ とに始 まる。物 語の最初,
Louisaが読者 の前 に初 め て姿 を見せ るのは,circusの場面 である。弟Tom
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と壁 穴か ら懸 命にcircusを覗 くところ を父に見つか り,家 に連 れ戻 され る
のであ る。"ruleandline"によ り上昇す るべ く育 て られてい るLouisaに
とって,進 歩 の望 まれぬcircusの円環 の世 界は,排 除す べ き危険 な世 界で
ある。
けれ ど も,用 心深 く隔 て られ なが らも,Louisaとcircusとの間に,目
に見 えぬ結 びつ きが ひそか に用意 されてい るこ とを忘 れては な らない 。主
人公 を小 説に初 めて登場 させ る時,作 家 は その精力 を最 も傾 け,細 心 の筆
使 い をす るであ ろ う。Louisaの小 説への登場 にcircusの場が選 ばれ たこ
とは,circusの世 界が彼女 の人生 に及ぼす であろ う影響 の大 きさ を暗示す
る。実際,彼 女は,circusの子Sissyに共感 と興味 をよせ る唯一 の人物 な
ので ある。
Louisaとcircusのつ なが りは,い つ もの とお り暖炉の 火に じっ と目を
注 ぐ彼女 に弟Tomが 言 う
 Except that it is a fire  ... it looks to me as stupid and blank as 
everything else looks. What  do you see in it? Not a circus? (p. 93)
の言葉 に も見て とれ る。Louisaに特徴 的 に繰 り返 され るこの動 作の彼女
に とっての重 みは,同 じ火に何 の意 味 も見 出さぬTomと の対照 で強調 さ
れ る。 しか も,Louisaのみに,そ の火のcircusとい う読みが,投 げかけ
られ るのであ る。Louisaはそれ を否定 す るが,Tomの この 言葉 は,彼 女
自身 も気づ かぬcircusとのつなが りを,は か らず も告 げて いる。物語 の初
め,Louisaは,StoneLodgeの悪 しき円環 の世 界に暮 ら しなが ら,そ れ と
対 照的 ない まひ とつ の円環 をなすcircusの世 界 を,そ の まな ざしの対 象 と
して持つ ので ある。
このよ うに見 て くれば,Bounderbyとの結婚 が,Louisaの人生 にいか
に大 きな意味 を持 っていたかが わか るだ ろ う。結婚 を境 に,Louisaはcir・
cusの子Sissyに対 し,"impassive,proud,andcold"(P.138)と態度 を一
変 し,彼 女 を遠 ざける ようにな るのであ る。 しか も,StoneLodgeにSissy
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を残 し,Coketownへ入 ってゆ くLouisaは,物理 的に も精神 的に もcircus
の世 界か ら離れ る ことになる。 こうしてLouisaは,か すか に保 っていた
circusの世 界 とのつ なが りを完全 に断 ち,Coketownとい う悪 しき円環 の
世 界 の中心に入 ってゆ く。 そ して,彼 女 の人生 は,こ の町 の円環 の時 間に
搦め とられ,そ れ までの上昇か ら下 降へ と至 り,円 を描 いて再 び人生 の出
発点へ戻 るの であ る。
象徴 的な こ とは,Louisaの物語が最初 と同 じ くcircusの場面 で終 るこ
とであ る。Bounderbyの銀行 か ら金 を盗 んだTomは,罪 が発覚 し,Sleary
のcircusへ逃 れ る。Sissyと共 にTomを 追 って きたLouisaは,喜劇 の
お仕着せ に身 をや つ し演技す る弟 を求め て,再 び壁 穴か らcircusを覗 く。
場面 は,物 語 の冒頭 と重 なる。小説の構造 も,初 め と終 りが一致 す る円環
構造 をな し,Louisaの人生 の円環 を印象づ け るのであ る。
ところで,こ こで見逃 してはな らぬの は,小 説 の初 め は見 る側 の人間 で
あったTomが 演ず る者 とな り,か つ てLouisaとTomをcircusから引
き離 したGradgrindが,そのringの中で道化 の椅 子 を占め る ことであろ
う。失踪 したSissyの父が道化 であった こ とを思 い起 こせ ば,こ のGrad-
grindの姿 はSissyの父 と重 なってゆ く。 さ らに,Sissyと和解 したLouisa
も共に この円に加 わる。 こうして,物 語 の最後 に至 り,LouisaもGrad-
grindも,自ら排除 したcircusの世 界に身 をゆだね るのであ る。
「上昇 」 を求 めて実 は円環 の時間に搦め と られ たLouisaの人生 は,Coke-
townに象徴 さ れ.る悪 しき円環の世 界の中 を円 を描 いてめ ぐり,最 初 と同
じ円環 の世 界 に戻 って くる。 しか し,そ の戻 って きた世 界は,Coketo㎜
の悪循環 の世 界 ではな い。それは,同 じく円環 をな しなが ら,Coketown
とは対 照的 に自然な調和 を保 つcircusの世 界 であ る。こうして,Coketo㎜
の悪 しき円環か ら解放 されcircusへと移 ったLouisaの人生 は,平 面的 な
円 を描 くよ うに見 えて,実 は一種 の螺旋 を描 いていた のである。
物 語は,昔 の よ うに暖 炉 を見つめ るLouisaを描 いて閉 じられ る。 しか
し,自 らの上 昇 を信 じて高慢で あった彼女 は,そ の人生 の下 降 をも認識 す
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る"agentler　and　a　humbler　face"(P.312)を見 せ て い る140)彼女 を 取 り巻
く世 界 は,相 変 ら ず"lives　of　machinery　and　reality"(P.313)に満 ち て い
る 。 が,そ の 世 界 を"to　beautify..,with　those　imaginat孟ve　graces　and
delights"(p.313)とい う術 を 身 に つ け たLouisaは,物 語 を 通 し て ひ とつ
の 精 神 成 長 を遂 げ た と い え る 。Louisaの 人 生 が 描 く軌 跡 は,こ の 成 長 の 証
し で あ り,こ れ こ そ が,彼 女 が 得 た 真 の 教 育 で あ っ た 。 『
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